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1．鉄道

1.1 駅別乗客数

市内を通る鉄道路線は JR五日市線のみであり、鉄道駅は東秋留駅、秋川駅、武蔵引田駅、武蔵増戸

駅、武蔵五日市駅の５駅が存在する。

令和４年の乗車人員を見ると、秋川駅が 5,732 人/日と最も多い。秋川駅は市の中心地に位置し、他

の公共交通機関（路線バス、コミュニティバス「るのバス」）との乗り継ぎの利便性が良いことも乗降

客数の多さに影響しているものと考えられる。

図 1-1 鉄道駅の位置と駅別乗車人員の状況
出典：国土数値情報、JR 東日本ウェブサイト

表 1-１ 各鉄道駅における乗り継ぎ可能な公共交通機関

出典：西東京バス路線図、るのバス路線図（令和５年 12 月時点）、JR 東日本ウェブサイト（令和５年 12 月時点）

路線バス るのバス

東秋留 〇

秋川 〇 〇 〇

武蔵引田 〇

武蔵増戸 〇 〇

武蔵五日市 〇 〇 〇

タクシー

ＪＲ
東日本

五日市線

バス
鉄道会社 路線 駅名
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1.2 駅別乗車人員の推移

駅別乗車人員の推移についてみると、平成 30 年から令和２年にかけてすべての鉄道駅において乗

車人員が減少しているが、令和３年以降は増加傾向にある。平成 30 年に対する令和４年の乗車人員は

武蔵引田駅を除いていずれも 80％台となっており、その中では武蔵五日市駅が 81.7％で最も減少幅

が大きい。

これらの減少傾向は、新型コロナウイルス感染拡大によるテレワークの増加、外出自粛、鉄道以外

での移動手段の増加等が影響しているものと考えられるが、令和３年以降は回復傾向にあることがわ

かる。

また、武蔵引田駅のみ平成 30年に比べ 116.4％と、市内５駅中唯一増加傾向を示しているが、これ

は、令和４年から H.U. Bioness Complex が稼働開始した影響もあると考えられる。

図 1-2 駅別乗車人員の推移
出典：JR 東日本ウェブサイト

注：武蔵引田駅については、現在駅前において土地区画整理事業中であり、今後駅利用者数の増加が見込まれる。

4
の
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2．バス

2.1 バス路線網

市内には西東京バス（路線バス）が運行しているほか、あきる野市のコミュニティバス「るのバス」

が運行している。また、羽村市のコミュニティバス「はむらん」の路線の一部が草花地域に乗り入れ

ている。

市東部から中央部の市街地を中心にネットワークが整備されており、住宅地と鉄道駅を結ぶ路線が

多いほか、養沢など山間部を運行する路線も見られる。

図 2-1 バス路線の状況
出典：国土数値情報、るのバス路線図（令和 4年 12月時点）
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2.2 バス運行頻度

西東京バス及びるのバスの運行頻度を見ると、東西方向の路線については福生駅～武蔵五日市間の

永田橋通りを走行する各系統と、武蔵五日市駅以西の檜原街道を走行し、檜原村に至る各系統の運行

本数が多い。

南北方向の路線については、秋川駅北側（駅前大通り）や秋川街道を走行する系統などで運行本数

が多い。

図 2-2 市内路線バスの運行頻度
出典：図中に記載のとおり

永田橋通り

五日市街道

秋
川
街
道
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2.3 るのバスの利用状況

(1) 月間乗客数の推移

るのバスの月間乗客数については、従前から休日の多い５月や１月に減少し、初秋（９～10月）頃

にその年度の最大値を示す傾向がある。

R1.5以降の動静をみると、令和１年度は9月に3,070人/月で最大となったが、R2.3頃からCOVID-19

の世界的流行拡大に伴う外出自粛、さらには R2.4.7 の緊急事態宣言発令により、R2.4～5 にかけて、

乗客数は大幅に減少し、R2.5 に 1,282 人/月で近年の最小値となった。

R3 になると乗客数はある程度回復したものの、R3.6 の 2，636 人/月が最大で、COVID-19 以前の水

準には回復しなかった。

R4.3 から、るのバス用車両を１台増備し、日当たり便数を 18便から 34便とするるのバス増発・増

便の公共交通実証実験（40 ページ参照）が開始され、実験開始直後の R4.3 で 3,540 人/月と、R1.9 の

最大値を上回り、R5.6 月には 5,026 人/月と、実験前の最大値に比べ 1.6 倍にまで増加した。
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図 2-3 るのバス月間乗客数の推移1

出典：あきる野市資料

1るのバスのルート名は、五日市 A：五日市→秋川コース、五日市 B：秋川→五日市、草花：草花方面コ

ース、小川：小川方面コース、医療 C：秋川→阿伎留医療センター→秋川コース としている。

→COVID-19

→増発・増便実証実験

→COVID-19 の５類感染症移行
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(2) ルート別利用状況

各年度※中のルート別日平均乗客数を見ると、いずれの年度においても乗客数が最も多いのは小川

ルートで、以下、草花、五日市、医療センターの順となっている。

増発・増便の実証実験が始まった R4.3 を含む R3 年度は、１か月だけながら増発増便の効果が顕れ、

全てのルートにおいて COVID-19 前の R1年度と同等またはそれ以上となっている。

以後は各ルートとも R1に比べ増加している。とくに医療センタールートの伸びが著しく 3.8 倍、以

下、小川・五日市 B:1.8 倍、草花:1.7 倍、五日市 A:1.2 倍となっており、全体としては 1.7 倍である。

図 2-4 ルート別年度別日平均乗客数の推移
出典：あきる野市資料

※R1 年度は R1.5～R2.3、R5 年度は R5.4～R5.11
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2.4 路線バス等に対する市補助額の推移

市補助額の推移をみると、生活バス路線関係経費（路線バス補助）、循環バス関係経費（るのバス補

助）ともに令和２年度までは増加傾向にあった。特に生活バス路線関係経費（路線バス補助）は、令

和２年度に大きく増加しており、新型コロナウイルスの影響によるものと思われる。

しかし、令和３年度以降はともに減少に転じており、特に生活バス路線関係経費（路線バス補助）

は新型コロナウイルス以前の水準以下にまで減少している。

図 2-5 路線バス・るのバスへの市補助額の推移
出典：あきる野市各会計歳入歳出決算書（平成 29年度～令和４年度）
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3．タクシー

市内には４つのタクシー事業所が分布しており、うち１つは介護タクシーとなっている。

図 3-1 市内のタクシー事業所位置
出典：Iタウンページ
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4．盆堀地域交通対策事業

小宮・戸倉地域の盆堀地区には公共交通手段が存在しておらず、小学校の閉校などをきっかけに、

平成 25 年３月から「盆堀地域交通対策事業」として「Ｂｏｎ Ｂｏｒｉ Ｇｏ！」（盆堀号）を運行

している。

「Ｂｏｎ Ｂｏｒｉ Ｇｏ！」は、市が用意した車両を地域住民が主体となって運行する無償の自

家用バスサービスで、高齢者の外出などに利用されている。

市と市民の協働による新しい交通サービスとして運行されているが、運転手の高齢化が進んでおり、

運転手の確保などが課題となっている。

市の補助額は、概ね 110 万円／年で推移している。

図 4-2 盆堀地域交通対策事業経費の推移
出典：あきる野市各会計歳入歳出決算書（平成 29年度～令和４年度）

■「Ｂｏｎ Ｂｏｒｉ Ｇｏ！」の概要

・毎日３便無料で運行

・地区最深部から路線バスのバス停までの

間を運行

・車両（７人乗りワゴン車）：市がリース費

負担で用意

・燃料費：市の予算で負担

・管理：盆堀地区（盆堀地区会館の駐車場に

駐車）

・運転手：盆堀地区の住民（市の会計年度任

用職員として雇用）

・運行計画：地域住民が作成、市と地域が協

議し、決定
出典：あきる野市公共交通のあり方検討報告書

（平成 29 年 12 月） 図 4-1 「Ｂｏｎ Ｂｏｒｉ Ｇｏ！」の車

両（平成 30年８月撮影）
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5．移送サービス（福祉有償運送）

あきる野市社会福祉協議会（以下社協）社協ケアセンターでは、移動が困難で、公共交通機関等を

利用できない高齢者、障害者などを対象に、市民の協力を得て病院への送迎サービスを実施している

（ボランティア性の高い住民参加型のサービス）。

■移送サービスの概要

○対象者

・社協の会員で、高齢、身体の障がい、疾病等によ

り移動が困難で、公共交通機関等を利用できず、

送迎の援助を必要とする方

○利用時間

・平日 9:00～17:00

○利用料

・1,000 円（30分～１時間）

・以降、30分につき 500 円加算
出典：社協ケアセンターウェブサイト 図 5-1 移送サービスの車両

出典：社協ケアセンターウェブサイト



- 12 -

6．施設送迎バス等

6.1 通年運行

市内を通年で運行している主な施設送迎バス、スクールバスについて、以下に示す。

表 6-１ 主な施設送迎バス、スクールバス（通年運行）

出典：各施設・学校ウェブサイト

図 6-1 各施設の立地状況（通年運行）
出典：各施設・学校ウェブサイト

区分 運行主体 概要

1 施設送迎

バス

大久野病院 ・日の出町に立地する病院（リハビリテーションが中心）が送迎

バスを運行

・武蔵五日市駅～病院間を運行

・11本／日運行（片道約 10分）

・運行時間は 8:30～17:08

2 東京五日市カン

トリー倶楽部

・あきる野市網代に立地するゴルフ場が送迎バスを運行

・武蔵増戸駅～ゴルフ場間を運行

・平日は 12本／日、休日は 13本／日運行

・運行時間は 7:05～16:50（平日）、7:00～17:10（休日）

3 スクール

バス

秋川文化スイミ

ングスクール

・あきる野市上代継に立地するスイミングスクールがスクール

バスを運行

・曜日により、運行コースが異なる

4 菅生学園 2初等

学校

・あきる野市菅生に立地する私立学校がスクールバスを運行

・４つの運行コース（青梅、昭島・拝島、八王子、みなみ野・高

尾）のうち、みなみ野・高尾コースが秋川駅を経由

5 東京都立あきる

野学園

・あきる野市上代継に立地する特別支援学校がスクールバスを

運行

・知的障害教育部門高等部以外の生徒が利用可能

（運行コース等は不明）

6 市立五日市小学

校（あきる野市）

・小宮地区の児童の通学支援のため、市が委託によりスクールバ

スを運行（五日市小学校～小宮地区（乙津、養沢）間）

2 東海大学菅生高等学校及び同中等部もスクールバスを運行しているが、八王子駅⇔学校間直通のみで

あり、あきる野市内には停車しない。
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6.2 期間限定運行

市内を期間限定で運行している主な施設送迎バス、観光シャトルバスについて、以下に示す。

表 6-２ 主な施設送迎バス、観光シャトルバス（期間限定運行）

出典：黒茶屋ウェブサイト、南沢あじさい山ウェブサイト、秋川渓谷あじさいまつりウェブサイト

図 6-2 各施設の立地状況（期間限定運行）
出典：黒茶屋ウェブサイト、南沢あじさい山ウェブサイト、秋川渓谷あじさいまつりウェブサイト

区分 運行主体 概要

1 施設送迎

バス

黒茶屋 ・あきる野市小中野に立地する懐石料理店が送迎バスを運行

・夏季限定で、武蔵五日市駅～店舗間の無料シャトルバスを運行

（令和３年実績）

・運行時間は 10:30～15:00（平日）・16:00（休日）

2 観光シャ

トルバス

南沢あじさい山

運営委員会

・あじさいの開花シーズン中に、武蔵五日市駅～南沢あじさい山

間のシャトルバス「あじさい号」を運行

・6月 17日〜7月 2日の期間限定で運行（令和５年実績）

・運行時間は 9:00～16:45 で１日 15 往復（令和５年実績）

・料金は以下の通り

令和元年：片道 250 円

令和２年：中止

令和３年：中止

令和４年：片道 300 円

令和５年：片道 300 円

3 秋川渓谷あじさ

いまつり実行委

員会

・「秋川渓谷あじさいまつり」の開催期間中に、わんダフルネイ

チャーヴィレッジ～南沢あじさい山間のシャトルツアーバス

を運行

・6月 24日、6月 25 日、7月 1日、7月 2日の４日間運行（令和

５年実績）

・運行時間は 10:00～16:00 で１日 5.5 往復（令和５年実績）

・定員 13名（チケットでの時間指定制）

・2,000 円（2大あじさいスポット入山・入園料+バス乗車料込）
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7．公共交通空白地域及びこれへの対応

7.1 公共交通空白地域の分布状況

市内の多くは公共交通空白地域となっており、市西部の山間部だけでなく、住宅が多く立地する草

花、野辺・小川、上代継・渕上・引田、網代、入野・深沢等の一部においても公共交通空白地域が存

在している。

図 7-1 公共交通空白地域の状況
出典：国土数値情報（鉄道、バスルート、バス停留所）

注：鉄道駅 700M圏、バス停 300M圏を除く地域を公共交通空白地域として抽出
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7.2 公共交通空白地域対策等への対応（実証実験）

(1) 公共交通空白地域対策等（実証実験）の実施経緯

あきる野市では、将来にわたって持続可能な市の公共交通のあり方を協議するため、平成 28年度に

「あきる野市公共交通のあり方検討会議」を設置し、同会議は平成 29 年 3月に「あきる野市公共交通

のあり方に関する提言書」をとりまとめた。

この中で、公共交通空白地域のうち、一定の範囲を有し、住宅が存在する深沢区域、草花折立区域、

引田・代継・網代区域、東秋川橋西側区域の４区域を「公共交通優先検討区域」と位置付け、優先的

に対策を検討することとされた。

また、公共交通のあり方検討会議と並行して市内６地域（小宮・戸倉、五日市、菅生・草花、東秋

留、秋川、増戸・引田）を対象としたワークショップを開催し、地域ごとの公共交通の利用状況や、

交通面の課題等について、実態を伺うとともに、今後の公共交通の将来像等について意見をいただい

た。

これら公共交通のあり方検討会議やワークショップ等の成果は平成 29 年 12 月に「あきる野市公共

交通のあり方検討報告書」として取りまとめられた。

平成 29年度末には新たに「あきる野市公共交通検討委員会」を設置し、あきる野市における持続可

能な公共交通の実現に向け、公共交通の課題の解消に資する施策についての検討が始まった。

平成 30年度には、４区域５地域※の公共交通優先検討区域において、それぞれ４回のワークショッ

プを開催するとともに、区域内の住民を対象としたアンケート調査を実施し、それぞれの区域におい

て望ましい公共交通のあり方を、区域内住民とともに検討した。

図 7-2 公共交通優先検討区域

※引田・代継・網代区域については秋川で分断され、地域的連続性・一体性に乏しいことから、引田・渕上・代継地域と網代地域とに

分けてワークショップの開催や検討を行った。

深沢区域

草花折立区域

東秋川橋西側区域
引田・代継・網代区域

（網代）
（引田・渕上・代継）
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この結果を踏まえ、令和元年度以降、各地域特性やニーズに応じた公共交通の実証実験を実施して

いる。

表 7-１ 実証実験の実施メニュー

一方、るのバスについては、平成 13 年の運行開始以降、長らく１台での運行となっており、市民か

らは増発、増便や路線の拡大を望む声が多く寄せられていたが、奥多摩町が保有する車両を長期間借

り上げてるのバスとして走行させることができるようになったため、令和４年３月より、２台体制に

て、現行各ルートを増発・増便させる実証実験を行っている。

メニュー 対象区域 実施年度

1 タクシー利用補助 深沢区域 令和元年度

2 小型車両による定時

定路線型交通

草花折立区域 令和２年度～令和３年

度

3 デマンド型交通 引田・代継・網代区域 令和４年度～

東秋川橋西側区域 令和５年度（４月）～

草花折立区域 令和５年度（10月）～
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るのバス

深沢区域 東秋川橋西側区域 草花折立区域

深沢区域 網代地域 引田・渕上・代継地域 東秋川橋西側区域 草花折立区域

１位：タクシー代
　　　補助

１位：タクシー代
　　　補助

１位：地区内等巡
　　　回交通

１位：小型の定路
　　　線型交通

１位：るのバス

２位：ドアtoドア
　　　の交通

２位：乗合タクシー ２位：駅シャトル便
２位：複合的地域
　　　ｺﾐｭﾆﾃｨｻｰﾋﾞｽ

２位：小型の定路
　　　線型交通

令和元年度

タクシー代補助

令和２年度

令和３年度 車両確保・手続き

令和４年度

令和５年度
デマンド型交通

平成28年度

H29.3

・４つの公共交通優先検討区域を選定

引田・代継・網代区域

あきる野市公共交通のあり方検討会議による検討

あきる野市公共交通のあり方に関する提言書

平成30年度

実証実験の開始

路線定期運行交通

H29.12
あきる野市公共交通のあり方検討報告書

H30.3
あきる野市公共交通検討委員会の設置

市内４区域５地域におけるワークショップ・アンケート調査等実施

各区域における望ましい公共交通の検討

デマンド型交通
デマンド型交通デマンド型交通 増発・増便

公共交通優先検討区域

第４回ワークショップで選定された交通モード

図 7-3 公共交通空白地域対策等（実証実験）の実施経緯
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(2) 公共交通優先検討区域への取り組み

1) タクシー利用補助

①実証実験概要

深沢区域においては、「タクシー利用補助」の実証実験が実施された。以下に概要を示す。

表 7-２ 実証実験の概要（タクシー利用補助）

出典：あきる野市「公共交通実証実験支援業務委託 報告書」（令和２年３月）

※秋川交通株式会社は、現在は廃業している

項目 内容

目的 ・公共交通空白地域における住民の移動支援と生活の質の向上

・ＪＲ五日市線等既存の公共交通の利用促進に向けたフィーダー交

通としての有効性の検証

・タクシー利用補助の有効性と課題の検証

実施期間 令和元年８月１日～令和２年１月３１日

対象区域 深沢区域

対象者 あきる野市深沢に住所を有する６５歳以上の方（基準日：令和元年

７月１日）43名

補助内容 対象者１人につき５００円のタクシー利用補助券（以下「補助券」

と言う。）２４枚を配付

利用方法 乗車時に補助券を提示し、使用できることを確認の上、乗車する。

料金支払時に補助券を乗務員に渡し、不足分を現金等で支払う。

利用条件 ・深沢区域を出発地又は到着地とする利用に限る。

・使用枚数は１回の乗車につき対象者１人当たり１枚

・補助券の利用は対象者本人に限る。

・補助券に対する釣銭は出さない。

・実証実験に関するアンケート調査へ協力する。

利用できるタク

シー会社

・秋川交通（株）※

・（株）リーガルマインド

・横川観光（株）

・京王自動車（株）

・大洋自動車交通（株）

調査項目

（タクシー事業

者による）

・利用年月日

・乗車時間

・利用料金

・出発地

・到着地

・乗車人数
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②実証実験結果

「タクシー利用補助」の実証実験結果（抜粋）を以下に示す。

■利用数

出典：あきる野市「公共交通実証実験支援業務委託 報告書」（令和２年３月）

■利用区間

・往路（深沢区域から出発する利用）が 27.7％であったのに対し、復路（深沢区域へ向かう利

用）は 66.2％

・深沢区域からタクシーを利用すると迎車料金が必要となることから、復路利用が往路利用の

倍以上になったものと推測

・復路利用の場合は武蔵五日市駅からの利用が多く、「ラストワンマイル」としてタクシーを利

用する行動パターンが主であると推測

図 7-4 補助券の利用区間
出典：あきる野市「公共交通実証実験支援業務委託 報告書」（令和２年３月）

3.1%

40.0%

24.6%

26.2%

6.2%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

往路

復路

不明

深沢区域～武蔵五日市駅 深沢区域～その他 不明

n=65

27.7%

66.2%

・総配布枚数 1,032枚（43名×24枚）に対し、

実験期間中の補助券利用総数は 65枚（利用率

6.3％）

・月平均利用枚数は 10.8枚となるが、実際には

８月と 12月に利用の約７割が集中

表 7-３ 月別利用枚数

利用

枚数
構成比

８月 22 33.8%

９月 4 6.2%

１０月 5 7.7%

１１月 5 7.7%

１２月 24 36.9%

令和２年 １月 5 7.7%

65

令和元年

計

利用月
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■同乗人数

・今回の実験においては、補助券対象者が複数人でタクシーに乗車した際、対象者の人数分だ

け補助券を利用することが可能

・総利用枚数 65枚に対し、純利用回数は 30 回（平均同乗人数は 2.2 人）

・往路中では４人による利用が全体の 6.7％で最多

・復路については１人での利用が復路中では半数以上を占め、全体に対する割合でも 43.3％と

最多

図 7-5 同乗者数
出典：あきる野市「公共交通実証実験支援業務委託 報告書」（令和２年３月）

■利用料金

・往路では 2,000 円台の利用が最多であるのに対し、復路では 1,000 円台の利用が最多

・往路では 4,000 円台の利用も見られ、往路の方が武蔵五日市駅以遠への利用が多いことと一

致

図 7-6 利用料金（実利用）
出典：あきる野市「公共交通実証実験支援業務委託 報告書」（令和２年３月）

43.3%

3.3%

20.0%

3.3%

10.0%

6.7%

3.3%

3.3%

3.3%

3.3%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0%

往路

復路

不明

１人 ２人 ３人 ４人 ８人

n=30

6.7%

3.3%

56.7%

6.7%

6.7%

3.3%

3.3%

6.7%

3.3%

3.3%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0%

往路

復路

不明

1,000円未満 1,000円台 2,000円台 3,000円台 4,000円台 運賃不明

n=30
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③補助対象者へのアンケート調査結果

補助対象者へのアンケート調査結果（抜粋）を以下に示す。

■日常生活の変化

○変化が見られた項目

・「そう思う」と「ややそう思う」を足した『変化があったと思う』人の割合は、「ク．帰宅が

楽になった」が 29％で最も高い

・そのほか、「コ．夜間に外出しやすくなった」「ス．友人や知人との外出が増えた」について

も変化があったと思う人の割合が 19％

○変化が見られなかった項目

・「テ．特に変わったことはない」と感じている人は 19％

・タクシー代補助による通院や買い物への効果も認められなかった

・「あまりそう思わない」と「そう思わない」を足した『変化があったとは思わない』人の割合

は、「タ．新しい日課や仲間が増えた」が 42.9％で最も高い

図 7-7 タクシー代補助券による日常生活の変化
出典：あきる野市「公共交通実証実験支援業務委託 報告書」（令和２年３月）

5%

10%

5%

5%

5%

5%

そう思う

10%

10%

10%

19%

14%

14%

5%

5%

14%

5%

10%

5%

14%

やや

そう思う

24%

29%

24%

24%

24%

24%

24%

19%

24%

24%

24%

19%

24%

29%

19%

24%

19%

19%

24%

どちらとも

いえない

19%

19%

19%

19%

19%

19%

19%

14%

19%

10%

14%

19%

14%

14%

14%

19%

19%

19%

10%

あまりそう

思わない

19%

10%

14%

14%

10%

10%

10%

10%

10%

10%

10%

19%

14%

19%

19%

24%

19%

19%

14%

そう

思わない

29%

33%

33%

43%

43%

48%

48%

29%

33%

33%

43%

33%

24%

29%

29%

29%

29%

38%

19%

自分には

当てはまらない

5%

5%

5%

5%

5%

5%

5%

10%

5%

14%

無回答

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ア．外出の範囲が広がった

イ．（気楽に）一人で外出できるようになった

ウ．外出が楽しみになった

エ．通院回数が増えた

オ．通院が楽になった

カ．買物回数が増えた

キ．買物が楽になった

ク．帰宅が楽になった

ケ．趣味や娯楽のための外出回数や外出時間が増えた

コ．夜間に外出しやすくなった

サ．荒天時（大雨、強風、積雪等）でも外出できた

シ．家族での外出が増えた

ス．友人や知人との外出が増えた

セ．友人や知人と会うことが増えた

ソ．外出中や自宅などでの会話が増えた

タ．新しい日課や仲間が増えた

チ．電車の利用回数が増えた

ツ．バスの利用回数が増えた

テ．特に変わったことはない

凡例
n=21
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■今後に向けての改善点

・最も指摘率が高かったのは、「１回の利用で複数枚利用できるようにしてほしい」の 63.2％

で、補助券を使った人に限定すれば 85.7％と、８割以上が複数枚利用を要望

・次いで全体での改善点指摘が高かったのは、「補助回数を増やしてほしい」「補助金額を上げ

てほしい」で、ともに 26.3％（ここまでが２割超）

図 7-8 今後に向けての改善点
出典：あきる野市「公共交通実証実験支援業務委託 報告書」（令和２年３月）

23.8%

38.1%

85.7%

4.8%

4.8%

9.5%

9.5%

4.8%

29.4%

11.8%

35.3%

11.8%

0.0%

0.0%

29.4%

47.1%

26.3%

26.3%

63.2%

7.9%

2.6%

5.3%

18.4%

23.7%

0% 50% 100%

補助回数を増やしてほしい

補助金額を上げてほしい

１回の利用で複数枚利用できるようにし
てほしい

利用できるタクシー会社を増やしてほし
い

補助対象年齢を下げてほしい

補助対象者を増やしてほしい

その他

無回答

補助券を使った 補助券を使わなかった 計
n=21 n=17 n=38
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2) 小型車両による定時定路線型交通

①実証実験概要

草花折立区域においては、「小型車両による定時定路線型交通」の実証実験が実施された。以下に概

要を示す。

表 7-４ 実証実験の概要（小型車両による定時定路線型交通）

出典：あきる野市「公共交通実証実験支援業務委託 報告書」（令和２年３月）

項目 内容

目的 ・公共交通空白地域における住民の移動支援と生活の質の向上

・路線バス等既存の公共交通の利用促進に向けたフィーダー交通と

しての有効性の検証

・路線定期運行交通の有効性と課題の検証

実施期間 令和２年９月１日～令和３年８月３１日

対象区域 草花折立区域

想定利用者 ・公共交通優先検討区域の草花折立区域にお住まいの方

・草花折立区域への訪問者、観光客等

運行内容 草花折立区域から幹線バス停留所への移動手段を確保するため、路

線定期運行の普通車を運行

運賃 ・１００円／回（未就学児は無料）

・既存のコミュニティバスの運賃（大人・子ども一律１００円、未

就学児無料）とのバランスを考慮

利用条件 アンケート調査へ協力すること

運行事業者 横川観光株式会社

（普通自動車サイズ（幅 1.695ｍ程度）の車両、乗車定員９人）

調査項目

（運行事業者に

よる）

・利用年月日

・乗車時間

・停留所ごとの乗車人数

・利用者の属性
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■運行ダイヤ

・当初は、8:30 に出発する１便が始発、17:00 に出発する 10便が最終となるダイヤで運行

・その後、利用者からの要望を受け、朝一番の「るのバス」へ接続するため、０便を新たに設定

する一方、利用者の少ない最終便（10便）を削減し、０便～９便によるダイヤへと変更

・変更ダイヤは、実験開始後６か月を経過した令和３年３月から実験終了まで運用

R2.9.1～R3.2.29

R3.3.1～R3.8.31

図 7-9 運行ダイヤ
出典：あきる野市「公共交通実証実験支援業務委託 報告書」（令和４年３月）

No １便 ２便 ３便 ４便 ５便 ６便 ７便 ８便 ９便 10便

1 下草花 発 8:30 9:16 9:56 11:36 12:46 14:40 15:10 15:40 16:20 17:00
2 花之岡 〃 8:32 9:18 9:58 11:38 12:48 14:42 15:12 15:42 16:22 17:02
3 折立南 〃 8:34 9:20 10:00 11:40 12:50 14:44 15:14 15:44 16:24 17:04
4 折立会館 〃 8:36 9:22 10:02 11:42 12:52 14:46 15:16 15:46 16:26 17:06
5 草花団地北 〃 8:37 9:23 10:03 11:43 12:53 14:47 15:17 15:47 16:27 17:07
6 草花団地中央 〃 8:38 9:24 10:04 11:44 12:54 14:48 15:18 15:48 16:28 17:08
7 草花団地南 〃 8:39 9:25 10:05 11:45 12:55 14:49 15:19 15:49 16:29 17:09
4 折立会館 〃 8:40 9:26 10:06 11:46 12:56 14:50 15:20 15:50 16:30 17:10
8 四国井戸 〃 8:41 9:27 10:07 11:47 12:57 14:51 15:21 15:51 16:31 17:11
9 羽村大橋西 〃 8:43 9:29 10:09 11:49 12:59 14:53 15:23 15:53 16:33 17:13

10 清流西 〃 8:45 9:31 10:11 11:51 13:01 14:55 15:25 15:55 16:35 17:15
11 清流東 〃 8:46 9:32 10:12 11:52 13:02 14:56 15:26 15:56 16:36 17:16
12 西ヶ谷戸西通り 〃 8:51 9:37 10:17 11:57 13:07 15:01 15:31 16:01 16:41 17:21
13 草花 〃 8:55 9:41 10:21 12:01 13:11 15:05 15:35 16:05 16:45 17:25
1 下草花 着 8:57 9:43 10:23 12:03 13:13 15:07 15:37 16:07 16:47 17:27

乗り継ぎバス停

停留所

No 0便 １便 ２便 ３便 ４便 ５便 ６便 ７便 ８便 ９便

1 下草花 発 7:53 8:30 9:16 9:56 11:36 12:46 14:40 15:10 15:40 16:20
2 花之岡 〃 7:55 8:32 9:18 9:58 11:38 12:48 14:42 15:12 15:42 16:22
3 折立南 〃 7:57 8:34 9:20 10:00 11:40 12:50 14:44 15:14 15:44 16:24
4 折立会館 〃 7:59 8:36 9:22 10:02 11:42 12:52 14:46 15:16 15:46 16:26
5 草花団地北 〃 8:00 8:37 9:23 10:03 11:43 12:53 14:47 15:17 15:47 16:27
6 草花団地中央 〃 8:01 8:38 9:24 10:04 11:44 12:54 14:48 15:18 15:48 16:28
7 草花団地南 〃 8:02 8:39 9:25 10:05 11:45 12:55 14:49 15:19 15:49 16:29
4 折立会館 〃 8:03 8:40 9:26 10:06 11:46 12:56 14:50 15:20 15:50 16:30
8 四国井戸 〃 8:04 8:41 9:27 10:07 11:47 12:57 14:51 15:21 15:51 16:31
9 羽村大橋西 〃 8:06 8:43 9:29 10:09 11:49 12:59 14:53 15:23 15:53 16:33

10 清流西 〃 8:08 8:45 9:31 10:11 11:51 13:01 14:55 15:25 15:55 16:35
11 清流東 〃 8:09 8:46 9:32 10:12 11:52 13:02 14:56 15:26 15:56 16:36
12 西ヶ谷戸西通り 〃 8:14 8:51 9:37 10:17 11:57 13:07 15:01 15:31 16:01 16:41
13 草花 〃 8:18 8:55 9:41 10:21 12:01 13:11 15:05 15:35 16:05 16:45
1 下草花 着 8:20 8:57 9:43 10:23 12:03 13:13 15:07 15:37 16:07 16:47

乗り継ぎバス停

停留所
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■運行ルート

図 7-10 運行ルート
出典：あきる野市「公共交通実証実験支援業務委託 報告書」（令和４年３月）
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②実証実験結果

「小型車両による定時定路線型交通」の実証実験結果（抜粋）を以下に示す。

■月別利用者数

・実証実験期間中の利用者数は計 601 人、日平均 2.47 人が利用

・月当たりの利用者数は R2.10 の 81 人が最高、R3.5 の 27 人が最低

・実証実験期間中に、新型コロナウイルス感染拡大に伴う２回目から４回目の緊急事態宣言が

発令されており、それらも利用低迷の一因の可能性

図 7-11 月別利用者数
出典：あきる野市「公共交通実証実験支援業務委託 報告書」（令和４年３月）

■便別利用状況

・R2.9 の運行開始以降、R3.5 まで(R3.2 を除く)は午前便の利用が多く、とくに R3.2 まで運行

していた 10便の利用が低迷

・R3.2 及び R3.6 以降は午後利用者の方が多い

・便別でみると、R3.5 まで（R3.2 除く）は１便～３便（午前便）のいずれかが月間利用者の最

も多い便であり、大半の月で 1便利用者が最も多い

図 7-12 便別利用状況
出典：あきる野市「公共交通実証実験支援業務委託 報告書」（令和４年３月）
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■バス停別乗客数

・バス停別の乗客数総計は、草花団地中央が 225 人で最も多い一方、四国井戸が 1人で最も少

ない

・清流西や清流東などは、実験期間中を通じて一定の乗客が存在

・下草花や草花団地中央などは、実験後半になり需要が減少している一方、西ヶ谷戸西通りの

ように実験後半に需要が回復した停留所もあり、停留所により利用状況の変化に差

・草花団地内の３停留所、および下草花を除いたすべての停留所で、月間利用者数が０人であ

った月が存在

円内：乗客数総計

図 7-13 バス停別乗客数
出典：あきる野市「公共交通実証実験支援業務委託 報告書」（令和４年３月）
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③利用者へのアンケート調査結果

利用者へのアンケート調査結果（抜粋）を以下に示す。

■日常生活の変化

・アンケート回答者の半数以上が「そう思う」「ややそう思う」と回答したのは、「外出の範囲

が広がった」（４人）、「（気楽に）一人で外出できるようになった」「買物が楽になった」「帰

宅が楽になった」「バスの利用回数が増えた」（それぞれ３人）

表 7-５ 実験運行による日常生活の変化

出典：あきる野市「公共交通実証実験支援業務委託 報告書」（令和４年３月）

項目 そう思う
やや

そう思う

どちらとも

いえない

あまりそう

思わない

そう

思わない

自分には

当てはまら

ない

無回答

外出の範囲が広がった 4

（気楽に）一人で外出でき

るようになった
1 2 1

外出が楽しみになった 1 3

通院回数が増えた 1 1 2

通院が楽になった 2 2

買物回数が増えた 2 1 1

買物が楽になった 3 1

帰宅が楽になった 1 2 1

趣味や娯楽のための外出回

数や外出時間が増えた
2 1 1

夜間に外出しやすくなった 1 1 1 1

荒天時（大雨、強風、積雪等）

でも外出できた
2 1 1

家族での外出が増えた 1 2 1

友人や知人との外出が増え

た
2 1 1

友人や知人と会うことが増

えた
2 1 1

外出中や自宅などでの会話

が増えた
1 2 1

新しい日課や仲間が増えた 1 1 1 1

電車の利用回数が増えた 1 1 1 1

バスの利用回数が増えた 3 1

特に変わったことはない 3 1
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■実験運行の改善点

・「便数を増やしてほしい」が２件、「その他」が１件

・「便数を増やしてほしい」では、２件とも「一日に１5便程度」であり、「その他（経路を見直

してほしい）」では、「市役所、公民館、秋川駅方面へ」が挙げられている

・路線バスとの接続の改善、乗り継ぎ時の料金についての意見も見られる

表 7-６ 実験運行の改善点（複数回答）

出典：あきる野市「公共交通実証実験支援業務委託 報告書」（令和４年３月）

改善点 回答数 具体的内容（自由記述）

便数を増やしてほしい 2
l 一日に 15 便程度。(2件)

l 本数がすごく少ない。

停車場所を増やしてほし

い
0

経路を見直してほしい 0

その他 1

l 市役所、公民館、秋川駅方面へ

l 路線バスとの接続を考慮してほしい。

l 途中で乗り換えるとしても、はむらんのように乗

り継ぎ券を出して、100 円で済むととても良い。

(※1)

無回答 2
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④地元住民へのアンケート調査結果

地元住民へのアンケート調査結果（抜粋）を以下に示す。

■実験運行の利用状況

・「一度も利用していない」（約 73%）が最も多く、実験運行の実施を知っていても、大半の人が

利用していない状況

・よく利用した人（週に１回以上乗車した人）は、約９％存在（現状で公共交通を必要として

いる人）

図 7-14 実験運行の利用状況
出典：あきる野市「公共交通実証実験支援業務委託 報告書」（令和４年３月）

■実験運行の継続利用状況

・実験運行を継続して利用した人の割合（「定期的に利用していた」「外出時には、なるべく利

用するようにしていた」を合わせた割合）は 47%と半数程度存在

・実験運行を継続して利用しなかった人の割合（「数回利用して、途中で利用しなくなった」「１

回利用したが、その後は利用しなかった」を合わせた割合）も約 41％存在

図 7-15 実験運行の継続利用状況
出典：あきる野市「公共交通実証実験支援業務委託 報告書」（令和４年３月）
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■実験運行を利用しなかった、利用しなくなった理由

・「当てはまる」「やや当てはまる」を合わせた割合が最も多いのは、「自家用車やバイクによる

外出の方が便利だから」（76%）であり、次いで「将来的には公共交通が必要になると思うが、

今は特に必要ないため、利用する気にならなかったから」（約 72%）が多い（利便性よりも現

状の必要性を理由としている人が多い）

・「目的地に直行しないから（市役所、病院、鉄道駅など）」についても約 59%と多い

・「新型コロナウイルス感染予防のため、外出を控えているから」は約 43%、「新型コロナウイ

ルス感染予防のため、公共交通機関の利用を控えているから」は約 46%（新型コロナウイル

スの影響を理由としている人が約 40％～50％存在）

・「あまり当てはまらない」「当てはまらない」を合わせた割合が最も多かったのは、「自宅の近

くにバス停がないから」「運賃がかかるから」で、いずれも約 74%（停留所の位置や運賃を理

由とした人は少ない）

図 7-16 実験運行を利用しなかった、利用しなくなった理由
出典：あきる野市「公共交通実証実験支援業務委託 報告書」（令和４年３月）
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3) デマンド型交通

①実証実験概要

引田・代継・網代区域において、「デマンド型交通」の実証実験が令和４年３月から実施されて

いる。

その後、令和５年４月からは東秋川橋西側区域で実施し、さらに、同 10月からは草花折立区域

においても実施している。以下に概要を示す。

表 7-７ 実証実験の概要（デマンド型交通）

出典：あきる野市ウェブサイト

注：実証実験は、S＆D多摩ホールディングス（株）、横川観光（株）、あきる野市の３者の協定により実施

項目 内容

目的 ・市内の公共交通空白地域（公共交通の存在しない地域）の解消

・「デマンド型交通（予約型乗合タクシー『チョイソコ』）」の有効性と課題

を把握

実施期間 ・令和４年３月１４日～令和５年３月１３日（引田・代継・網代区域）

※令和５年３月３１日まで延長、その後令和６年３月３１日まで再延長

・令和５年４月～令和６年３月３１日（東秋川橋西側区域）

・令和５年１０月～令和６年３月３１日（草花折立区域）

対象区域 ・引田・代継・網代区域

☞引田・渕上・代継地域と網代地域に分けて運用

・東秋川橋西側区域

・草花折立区域

対象者 地域 ・引田、渕上、上代継及び下代継にお住まいの方・網代地域にお住まいの

方

・野辺、小川地域にお住まいの方

・草花地域にお住まいの方

条件 ①「対象者居住地域」に住む小学生以上の方（未就学児は、対象者同伴に

より利用可）

②自分で、又は保護者や介助者の補助により「チョイソコセンター」への

連絡、停留所への移動、車両への乗降ができる方

運行時間 平日 9：00～16：00

予約時間 平日 8：30～15：30（２週間前から乗車時間の 30分前まで）

予約方法 電話、スマートフォン、インターネット

運賃 １回 200 円（未就学児無料）

運行事業者 横川観光（株）

運行車両 トヨタハイエースワゴン
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（引田・渕上・代継地域）

（網代地域）

図 7-17 「チョイソコ」の運行区域（引田・代継・網代区域）
出典：あきる野市ウェブサイト
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図 7-18 「チョイソコ」の運行区域（東秋川橋西側区域）
出典：あきる野市ウェブサイト

図 7-19 「チョイソコ」の運行区域（草花折立区域）
出典：あきる野市ウェブサイト
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図 7-20 「チョイソコ」の車両
出典：「チョイソコ」ウェブサイト
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利用あり：177人 43.3%

利用なし：232人 56.7%

登録者数：409人

１～５回

45.8%

６～25回

28.2%

26～50回

14.1%

51～100回

6.2%

100回～

5.6%
平均利用回数：28.2回/人

n（利用あり）=177人

②利用実績

ア．会員登録者数と利用者数

令和５年 11月末現在の会員登録者数は 409 人で、うち１回でも利用した方（利用あり）は 177

人、利用率は 43.3％となっており、会員登録をしながら１回も利用したことのない方（利用なし）

が半数以上を占めている。

図 7-21 会員登録者の利用有無
出典：あきる野市資料

イ．会員当たり利用回数

チョイソコを１回でも利用した方の利用回数を見ると、「１～５回」が 45.8％と半数近くを占

めている。しかし、同時に「51～100 回」が 6.2％、「100 回～」が 5.6％と高頻度で利用する方も

いるため、“利用あり”の中で見ると、平均利用回数は 28.2 回/人となっている。

図 7-22 利用あり会員の利用有無
出典：あきる野市資料
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図 7-23 会員の利用頻度分布
出典：あきる野市資料

ウ．利用数

チョイソコの日当たり利用数は、利用回数、利用人数ともに実証運行開始後概ね堅調に増加し

ている。

利用対象者の拡大や対象区域の追加に伴う増加も見られ、草花折立区域が追加された R5.11 に

は、これまでで最多の 18.1 回/日、11.6 人/日となった。

しかしながら、目標値である 25.0 人/日には至っていない。

図 7-24 会員の利用頻度分布
出典：あきる野市資料
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n=4,928

エ．「予約時の希望出発時刻」と「予約確定時の出発時刻」の差異

現在、チョイソコは１台で運行しているため、運行区域の拡大に伴って利用者が希望する時刻

に乗れないという場面が拡大することが懸念される。

令和５年 11 月末現在でみると、予約希望時間と予約確定時間との差が±20 分以上となってい

る例もみられるものの、69.7％が±０分であり、７割近くは希望する時間での予約が確定してお

り、89.6％が±10 分以内での予約確定となっている。

図 7-25 予約希望時間と予約確定時間の差異
出典：あきる野市資料

図 7-26 予約希望時間と予約確定時間の差の割合3

出典：あきる野市資料

3 予約希望時間と予約確定時間の差が取得できた 4,928 件分について集計した。



- 39 -

10,811

8,855 8,771

4,768 4,894 4,626 4,386
3,646 3,173 3,099

3,907 3,444 3,195 3,549 3,228 3,297 2,961 3,251 2,792 2,792 2,576

17,543

13,673 14,088

7,498
7,621

7,379
6,594

5,635
5,137 5,223

6,457
5,704

5,165
5,635

5,194 5,137
4,768

5,313

4,285 4,096 4,008

0

5,000
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25,000
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R4.3 R4.4 R4.5 R4.6 R4.7 R4.8 R4.9 R4.10 R4.11 R4.12 R5.1 R5.2 R5.3 R5.4 R5.5 R5.6 R5.7 R5.8 R5.9 R5.10 R5.11

（円） 利用１回あたり 利用１人あたり

利用対象拡大

（引田・渕上・代継地域） 対象区域追加

（東秋川橋西側）

対象区域追加

（草花折立）

オ．月額運行費用

令和５年度におけるデマンド型交通実証実験委託料をもとに、以下の考え方により利用１回あ

たり及び利用１人あたりにかかる運行費用を試算した。

利用回数及び利用人数の増加に伴って、利用１回あたり及び利用１人あたりにかかる運行費用

とも減少し続けており、R5.11 には利用１回あたり 2,576 円、利用１人あたり 4,008 円となった。

なお、利用目標である 25.0 人/日に到達した場合、運行日数 20 日の月と仮定すると、利用１人

あたりの運行経費は 1,860 円となる。

■月額運行費用の算出方法

・月額運行費用＝デマンド型交通実証実験委託料（令和５年度当初予算）÷１２か月

＝11,157,320 円÷12 か月

≒929,777 円

・利用回数１回あたり＝月額運行費用÷当該月の利用回数

・利用回数１人あたり＝月額運行費用÷当該月の利用者数

※令和４年度分の運行費用については、事業主体であるＳ＆Ｄ多摩ホールディングスグル

ープによるトヨタモビリティ基金の活用により費用が発生していないため、令和５年度

分の月額運行費用を用いて試算
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4) るのバスの増発・増便

①実証実験概要

市では、令和４年３月１日から令和５年２月２８日までの１年間で、「るのバス増発・増便」の実証

実験を実施しており、車両数を１台から２台に増やして運行している。

なお、当該実験は、令和５年３月３１日まで延長され、その後令和６年３月３１日まで再延長され

ている。

表 7-８ るのバス時刻表

出典：あきる野市ウェブサイト

■実証実験のポイント

①草花方面から引田方面への利便性向上

既存便：平高橋 8：25 発 →（小川方面経由）→ 阿伎留医療センター9：42着（所要時間

77 分）

増発便：平高橋 9：07 発 →（秋川駅で乗継）→ 阿伎留医療センター9：42着（所要時間

35 分）

②引田方面から小川方面への利便性向上

既存便：阿伎留医療センター14時 30 分発 →（草花方面経由）→ 西小川 15：46 着（所要

時間 76分）

増発便：阿伎留医療センター15時 10 分発 →（秋川駅で乗継）→ 西小川 15：46 着（所要

時間 36分）
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②利用実績

年度別※の日平均乗客数を既存便と実証実験に伴う増発便の別にみると、令和３年度（R4.3 のみ）

の増発便利用者は 50.0 人/日であり、R1 に対する増加率は 1.24 であった。ただし、この頃は令和２

年度からの新型コロナウイルスによる影響が大きく、既存便も R2 ほどではないものの利用が落ち込

んでいた。

R4 には既存便が 122.5 人/日にまで回復し、増発便も 76.5 人/日に増加したことで、R1 に対する増

加率は 1.50 となった。

R5 においては、既存便が 131.0 人/日と R1 水準にほぼ戻り、増発便は 91.3 人/日となっていること

から、増加率は 1.68 となった。従って、R1 に対する増加分は、概ね実証運行による効果であると考

えられる。

出典：あきる野市資料

※R1 年度は R1.5～R2.3、R5 年度は R5.4～R5.11


